
 

７月定例教育委員会 会議録 

日     時 令和３年７月１４日（水） 午前９時３０分～午前１０時００分 

場     所 甲府市役所 ９階 会議室９－２ 

出 席 委 員 數野教育長・市川職務代理者・原委員・末木委員・岡田委員 

出席事務局職員 

饗場教育部長・望月生涯学習室長・樋口総務課長・寺田学校教育課長・内藤学

事課長・森本生涯学習課長・臼井スポーツ課長・橘田総務課課長補佐・吉田総

務課主任 

傍  聴  人 なし 

署 名 委 員  

委 員 会 書 記  

・教育委員あいさつ 

・会議録署名委員の氏名 岡田委員 

・６月定例会会議録の承認 原案のとおり承認 

 

 

             

 

 

 

１ 開会 

數野教育長 

これより７月定例教育委員会を開会します。 

 

（１） 教育委員あいさつ 

岡田委員 

おはようございます。 

挨拶に先立ちまして、熱海市の土砂災害で亡くなられた皆さまに心よりお悔やみ申し上げま

す。未だ捜索が続く行方不明の方が一日も早く発見される事を願うばかりです。 

今年も梅雨前線により全国各地に降り続いた雨が、多くの被害をもたらしました。毎年のよう

に起こる自然災害は他人事ではなく、我が家でも災害ハザードマップを改めて確認し合いまし

た。一人ひとりが防災意識を高めて、いつ起こるか分からない災害にしっかり備えて参りたいと

思います。 

尊い人の命を奪うのは、自然災害だけではありません。先月、飲酒運転のトラックが下校途中

の児童の列に突っ込み、２名が亡くなり３名が重軽傷を負うという、あってはならない事故がま

た起きてしまいました。加害者に激しく憤ると共に、この最悪の事故を未然に防げなかった事が

大変悔やまれてなりません。報道によりますと、事故現場の通学路は危険箇所であるとして、以

前から何度か改善要望が出されていたとの事。被害に遭った児童は、学校からの注意を守り一列

に並んで下校していたとも言われています。日頃から危険箇所と言われていた場所に飲酒運転が 
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重なり、事故が引き起こされました。もちろん飲酒運転など言語道断ですが、危険箇所は私達が

住む地域のどこにでも存在します。文部科学省や国土交通省等関係機関で通学路の総点検を行う

との発表があり、危険通学路の整備が進む事が期待されます。それと同時に、私達地域住民が身

の回りにある危険箇所を常に意識し、気をつけ合っていくという基本的な防御策が大切であると

改めて感じます。 

私の自宅の前の通りも広い道路ではないのですが、大きなトラックも行き交い、かなりのハイ

スピードで通り過ぎる車も度々見かけます。近くの交差点では信号無視や脇見運転による車同士

の接触事故も起きている危険箇所ですが、毎朝 40人から 50人程の児童生徒が通学に利用します。

少しでも子ども達の安全を守りたいと、私の主人が毎朝交差点に立ち旗振りをさせていただき、

今年で 10年目になりました。同じように甲府市には、児童の見守り隊として、地域の児童生徒の

登下校の安全を見守ってくださっている方々が大勢いらっしゃいます。地域の皆さまのご協力に

心から感謝申し上げます。そして、私達ドライバーはより一層安全への意識を強く持ち、思いや

りのある安全運転を行ってまいりたいと思います。 

さて、甲府市の小中学校も、もうすぐ夏休みに入ります。昨年は年度初めに感染対策の為の休

校があったので、３週間程の夏休みでしたが、本年は例年通り１か月以上の休みとなります。今

まで頑張って気をつけていたコロナウイルスへの感染対策を、長い休み中に気を緩める事なくし

っかり行い、安全で有意義な休みを過ごしていただく事を切に願っております。 

日本では、まだまだコロナウイルス感染症が社会に影響を及ぼし、東京オリンピックも開催間

際になってほとんどの競技会場の無観客開催が決定されました。教育委員会で予定されている催

しや学校行事においても、今後の感染拡大次第で変更を余儀なくされる事があるかもしれません

が、これまでと同様、安全を第一で行っていただきますようよろしくお願いいたします。 

これから本格的な暑い夏がやって来ますので、皆さまどうかご自愛ください。 

ご清聴、ありがとうございました。 

 

（２）会議録署名委員の指名 

數野教育長 

会議録の署名委員は、岡田委員にお願いします。 

 

（３）前回会議録の承認 

數野教育長 

前回の議事録について、何かご意見ありますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

 

【原案どおり決定】 

（教育委員会承認） 

 

２ 議事 

（１）報告 

 數野教育長 

 第８号 甲府市議会６月定例会の審議状況について  



 

資料に基づきまして、樋口総務課長から説明をお願いします。 

 

（樋口総務課長から資料に沿って説明） 

 

 數野教育長 

 説明が終わりました。これより質疑に入ります。ご意見、ご質問等ありますでしょうか。 

 

市川職務代理 

 まず、GIGA スクール構想に関して、各学校で試行的に運用されていると思いますが、その中で

何か使い方等の特徴的なことがありましたら、ご報告いただければと思います。 

次に、こちらは意見なのですが、先生方も、こういう運用に関して習熟度が違うということで、

議会の答弁にもありますが、それに対しまして、問答集やＱ＆Ａみたいなものを作成してみたら

どうかと思います。 

最後に SDGs の関係で、SDGs そのものに対する子どもたちの理解、あるいは SDGs そのものを学

校としてどのようにしていくのか、方向性などを含めて、お話していただけることがあればお願

いします。 

 

 寺田学校教育課長 

 GIGA スクール構想に関しまして、各学校では現在試行期間中ですが、現段階における各学校の

使い方の特徴につきましてご報告させていただきます。まず、小学校低学年では、基本的にロー

マ字入力によるタイピングになりますが、これについては、小学校 3年生で確か習うことになり

ます。低学年では、なかなか入力してインターネットで、何か検索をするということは難しいの

で、その前段階とし、入力のタイピングを実施しております。このタイピングについては、タイ

ピング練習用のソフトを小学校の端末に入れてあります。それを使って練習を始めている学校も

あります。 

このほか、低学年については、タイピングをしなくてもいいということで、例えば、朝顔の観

察記録等については、これまで絵を書いて記録していたものをカメラ機能を使って、定期的に撮

って保存するということを行っております。 

また、高学年や中学校では、今までパソコン室でしかできなかった活動を今度は教室でできる

ということですから、まずは簡単に今までパソコン室で行っていたインターネット等の検索によ

る調べ学習を各学級で行っております。このようなところから始めている状況であります。 

直接的には学習でありませんけれども、これまで 1か所に集めて行っていた全校集会等につい

ては、遠隔機能を使いながら、教室で見るということもやっているところです。 

次に教員のスキルアップについては、昨年度来、簡易研修を全教員に３学期に行い、各学校の

リーダーには、終日研修を行ったところです。各学校においては、リーダーを中心に校内で研修

をしております。 

さらに夏休み中には、計 5回の終日研修を、習熟度に合わせて市教委主催で行うことになって

おります。 

活用事例集等につきましては、10月以降の本格運用の中で、学校現場の先生方と協力しながら

必要に応じて事例集等を作成する予定になっております。現在は、学校向けの GIGA 通信というよ



 

うな名称のものを各学校へ月 3回から 4回程度、発行しておりますので、その中で、簡単な使い

方や活用事例も随時、お知らせしている状況であります。 

最後に SDGs につきましては、まずは答弁にもありますように、新学習指導要領自体が既に SDGs

の発想に基づいて、作られておりますのでそれを確実に履行することが大事だと考えております。

SDGs の目標、どういうものなのか等についてはこれから、何らかの形で学校現場に周知していく

必要があるかと考えております。 

答弁にもありますように文部科学省の SDGs に関わる学習ということで、先行的な優良事例等を

まとめている状況もありますので、そのものを各学校現場に周知しながら、実態にあった SDGs に

ついてまず知ることあるいはそれに基づく教育というものをこれからも学校に促していく必要が

あるかと思っております。以上です。 

 

原委員 

13 ページの成人式の代替イベントにつきまして、従来の成人式ですと、入場時のチェックは、

なされていなかったと思います。 

甲府市内の高校に通学していた方たちで、他の市町村に住民登録がされている場合でも、総合

市民会館の成人式に参加されている方も多くいらしたと記憶しております。今回の場合、入場に

関しては、どのような対策をとられるのでしょうか。 

 

森本生涯学習課長 

入場に関しましては、現状、ヴァンフォーレ甲府側と打ち合わせをして検討しているところで

ございます。イベントなどに参加するにあたりましては、氏名でありますとか、住所といったと

ころを新型コロナ感染症対策の関係がございますので把握をする必要がございます。 

また、そういったところをご登録いただくような方法の打ち合わせをしているところでござい

ます。 

 

原委員 

ということは、従来のように他の市町村の方たちが入場することは、今回、難しいということ

ですか。 

 

森本生涯学習課長 

他の市町村の方につきましては、基本的には甲府市に住民登録がされている方、または、以前、

甲府市に住民登録がされていた方で現在は、学校の関係や就職の関係で他の市町村に住民登録が

されている方も対象ということになります。 

具体的には、開催を見送りました令和 3年 1月 10 日の成人の日の集いの際に、甲府市に住民登

録がされている方やこちらにご連絡をいただいて登録している 2,200 名を超える方々にご案内を

お送りする予定でございます。 

 

原委員 

答弁にも感染状況は、なかなか把握するのは難しいということで、そういう中でのご準備は大

変かと思いますが、よろしくお願いします。 



 

よく言われております安全安心なオリンピックではありませんけれども、安全安心な成人式に

なることを願っておりますし、この成人式で、新成人の方たちが甲府に戻ってきたことが、感染

の元になったということが起きないように願っておりますので、厳しい運営状況だと思いますが、

どうかすばらしい成人式になることを願っております。よろしくお願いいたします。 

 

 末木委員 

 2 点あります。 

まず１点目は 9ページの給食の関係ですが、ここに書いてあるように学校現場は、感染対策を

とられているわけですけど、今月 7日に佐渡市の教育委員会で、小学 5年生が給食のパンを喉に

詰まらせて、亡くなったという事例がありました。 

詳しい経緯はよくわかりませんが、当然、その小学校でも甲府市のように感染対策をとられた

と思います。ここに書いてあるように子どもたちは、友達と話をしながら食べることなどの楽し

さが制限されています。対策は当然必要で指導していると思いますが。子どもの側からみると制

限を課され、楽しさを奪われていると感じている子どももいると思います。子どもの視点に立っ

て子どもが不満を感じていないかなど、学校現場で配慮をしていただければと思います。 

 

内藤学事課長 

そういった学校側の意見というものは、まだ私の方には届いておりませんけれども、そういっ

たこともあるかもしれませんので、学校とも連携をとりながら、配慮ができればと考えています。 

また、答弁にもありますように、給食時に放送を流して、食の由来、どうしてこの献立になっ

たのか、食文化等も伝えるようにしています。これにより、給食の残菜量も減っている状況であ

ることから、引き続き、この辺りも充実させていければと考えていますので、学校とも連携しな

がら進めていきたいと思います。 

 

末木委員 

次に 18 ページの ICT についてですが、ICT を使用して去年から遠隔学習において、いろんな技

術とかソフトが徐々に導入されて使われていることや研修により、技術が向上していると思いま

す。 

不登校対策というのは、基本的に学校復帰してもらう、そういう対策をやっているかと思いま

すが、ICT を使って遠隔学習をすると必ずしも学校復帰するというだけではなく、今もフリース

クールがありますが、学校復帰だけの選択肢ではなく、こういう技術が進んできて、それなりの

成果が実証されるようになれば、今までみたいに不登校は、学校に来るのが前提だという対策だ

けではなく、将来的には、そうではない選択肢もあるのではないかという取り組みも必要になる

のではないかと思います。 

 

寺田学校教育課長 

まずは不登校自体が問題にされますのは、基本的な考え方として、学校に来ることの中でいわ

ゆる学習面と社会性、この両方を育成してやがて社会へ出ていく人間を育てていくということが

あります。ですから学校へ来ないことは、その子どもたちにとって、大きな不利益になるのでは

ないかという考え方があると思います。 



 

その中では、私たち教育委員会としましては、やはり学校復帰することで、学習面と社会性の

両立、これを育成していきたいところが前提にあると思います。 

ただ今後 ICT 等いろいろ進んでいく中で、この学校教育の仕組み自体がどうなっていくのかと

いうことが、委員さんご指摘の部分と思います。その辺は、今後、文部科学省等の動向等を注視

しながらやっていこうとなると思います。まずは、私どもとしまして、早期の学校復帰の中、学

校で身に付けられる力を全ての子どもにつけさせていきたいというように考えております。 

このほか、不登校対策につきまして ICT の活用は、一定程度有効であるとは考えております。 

ただ、それも基本的には、そこで学習を補ったりする中で、一つは学校との繋がりを不登校の子

どもたちとも持続する中で、やはり学校復帰を図っていくということが前提になってくるかと思

います。繰り返しになりますけど、今後の学校教育のあり方自体については、ICT の活用の中で

どうなっていくのか注視しながら、教育委員会レベルでもいずれ考えていく必要があるのかなと

個人的には考えております。以上であります。 

 

 數野教育長 

他にはないでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

 では確認しました。 

 

 【原案のとおり確認】 

（教育委員会確認） 

 

３ その他 

 數野教育長 

 その他何かありますでしょうか。 

   

原委員 

先ほど岡田委員さんのご挨拶の中にもありましたけれども、八街市の下校途中の交通事故は大

変痛ましい事故でしたが、国や県の方から、早急の点検の指示があったと思いますが、甲府市と

して、進捗状況はいかがでしょうか。 

 

内藤学事課長 

事故が起きた当日の夕方には、すでに学校の方に注意喚起を促しました。 

その翌日には、この事故を踏まえた危険個所をあげて欲しいということで、依頼をしました。 

もうその週には挙げていただいて、先週には、うちの職員が学校とその危険箇所を現地調査に

行っております。そして今週、関係部署と協議するところです。 

原委員 

大変ありがとうございます。 

八街市の状況をみますと歩道がない。ガードレールがない。ということですが、同じような場

所というのは、実際に甲府市にはありますか。 

 



 

内藤学事課長 

私も何か所か一緒に行きましたが、そういった場所はそう挙がっていないです。やはり一番多

いのが、今回も挙がってきているグリーン塗装の再塗装、横断歩道が薄くなっている、路側帯の

再塗装というのは、今回も一番多いところですが、ガードレールの要望も 2件挙がっています。 

 

原委員 

自分がドライバーとして運転していても、やはり色がきっちり塗られているのと塗られていな

いのでは、やはり、意識も違いますし、車道と歩道の色分けはかなり有効だということも専門家

の方たちがおっしゃっているのをよく報道で見ました。すぐに予算を計上することは難しいと思

いますが、安価なものとして、ガードパイプというものを立てるだけでも、ショックは抑えられ

ないけれども、ドライバーの意識や歩道を歩く人達の意識が変わってくるという安価な対策もあ

るようです。夏休み明けには少しでも安全に、子どもたちが通えるように、積極的に、市の財政

の方とも協議を行い、警察とも連携して、安全な子どもたちの通学を実施していただきたいと思

います。 

 

數野教育長 

その他、何かありますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 

４ 閉会 

數野教育長 

 それではこれをもちまして、７月定例教育委員会を閉会します。 

 


